
実践例「理科」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「カルメ焼きを作ろう」 
 
【対象学年】 
中学 2年生 
 
【ねらい】 
・普段できない体験を通して、興味関心を広げる。（川越特別支援学校生徒Ａ） 
・活動を通して、コミュニケーションを図る。（支援籍校生徒） 
 

時間 活動内容 
目標 留意点 

○生徒Ａ ◎支援籍校生徒 ○本校 ◎支援籍校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教室移動（学級～理科室） 
 
 
 
1、あいさつ 
 
 
 
2、実験内容の説明 
 
 
3、準備 
 
 
4、実験 
 
 
 
 
 
 
 
5、片づけ 
 
 
6、まとめ 
 
 
教室移動 

○生徒同士の会話を
楽しむ。 
 
 
○MTに注視する。 
○自己紹介をする。 
 
 
○興味関心を持つ。 
 
 
○質問する。 
 
 
○安全な器具の取り
扱い方法を知る。 
○変化の様子を観察
する。 
（○記録を付ける。） 
（○質問する。） 
 
 
○協力する。 
 
 
○記録した物を発表
する。 

◎関わり方について
考える。 
 
 
 
◎関心を持つ。 
 
 
 
 
 
◎協力して準備する。 
 
 
◎一緒に学ぶ。 
◎困っていることに
気付き、教える。 
 
 
 
 
 
◎協力する。 
 
 
◎感じ方や表出の違
いに気付く。 
 

◎自然な関わりができ
るように場面設定。 
 
☆注目できる環境設定
ができているか環境調
整する。 
・カーテンを引く 
（光の調整） 
・ポスター等の掲示 
（視覚刺激） 
・放送等の機器 
（音刺激） 
・座席（人間関係） 
 
○事前に教科書を借用
し、予習し見通しを持
たせる。 
 
◎準備する物の一覧な
どの視覚支援の用意。 
・手本を見せる。 
・記入方式だけでなく、
生徒の実態に合わせて
タブレットなどの ICT
機器の活用。 

 
【評価】 

・協力してカルメ焼きを作ったことを通して、達成感を感じることができたか。 

・安全に配慮し、道具を操作することができたか。 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・2年目の支援籍学習だったため、生徒同士積極的に話しかけている

様子がみられた。 

・自分たちには気付かなかった物質の変容を、しっかり捉えていたこ

とに驚いていた。 


